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よ
き
み
を
ば
む
す
は
ざ
り
せ
は
あ
だ
花
の
う
る
は
しく
と
も
な
に
に
か
は
せ
む

明
治
四
十
二
年
九
条
良
隆
男
爵
に
嫁

い
だ
武
子
の
生
涯
は、
決
し
て
幸
福
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
が、
信
仰
に
生
き

歌
道
に
胸
の
響
き
を
あ
ら
わ
し
、
昭
和

三
年
二
月
七
日
四
一
歳
で
そ
の
生
涯
を

閉
じ
た
。

九条武子の
短冊(右)

(小樽市大野精一
所蔵

(
第
五
節
,
社
会
活
動

滝
川
市
郷
土
研
究
会

昭
和
三
十
一
年二
月
二
日
会
則
を
設
定
し
、
郷
土
文

化
の
調
査
と
保
存
を
中
心
に、
滝
川
地
方
の
町
史、
市
史
に
登
場し
な
か
っ
た

人
の々
業
績
を
発
掘
し
記
録
を
残
す
目
的
で、
埋
も
れ
た
郷
土
史
発
掘、
資
料

の
蒐
集
な
ど
郷
土
研
究
に
熱
心
な
人
に々
よ
り
実
際
活
動
が
進
め
ら
れ、
市
の

開
基
七
十
五
年
記
念
行
事
や
、
道
の
開
拓
記
念
物
調
査
、
さら
に
高
畑
資
料
の

整
理
保
存
など
数
の々
業
績
が
つ
み
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
四
十
年
秋、
組
織
的
な
活
動
展
開
を
発
足
す
る
こと

に
な
り
、
十
月

三
十
日
、
創
立
総
会
を
開
き
会
長三
浦
光
正
他
副
会
長、
運
営
委
員、
研
究
委

員
を
選
任、
ア
イ
ヌ
語
で
「滝
の
あ
る
川
」
(滝
川)
を
意
味
す
る
「そ
う
ら

っぷ
ち
」
の創
刊
が
四
十
一
年
六
月
に
行
わ
れ
、
そ
の
後
滝
川
地
方
の
文
化、

教
育、
行
政、
スポ
ー
ツ
な
ど
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
宝
庫
と
し
て、
期
待
さ
れ
な
が

ら
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
巻
と
し
て
発
行
は
順
調
に
続
け
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し、
四
十
六
年
ご
ろ
か
ら
一
時
は
一五
〇
名
程
度
い
た
会
員
も
半
減、

年
額
七
〇
〇
円
で
あ
っ
た
会
費
も
徴
収
た
な
上
げ
と
な
っ
た
ま
ま
の
中
で、
四

十
七
年三
月
に
は
「
屯
田
特
集
」
を
出
し
、
屯
田
兵
開
拓
で
開
け
て
い
っ
た
滝

川
と
江
部
乙
の
合
併
に
至
る
興
味
あ
る
裏
話
な
ど
が
披
露
さ
れ
た。

で
も
、
同
年
六
月
の
総
会
に
は
出
席
わ
ず
か
八
名、
第
二
一号
に
つ
い
て
編

集
委
員
を
計
画
し
た
が
流
会、
延
期
な
ど
で
発
行
計
画
が
宙
に
浮
く
こ
と
も
あ

っ
た
が、
三
浦
会
長
以
下
有
志
の
熱
情
と
「
郷
土
研
究
の
灯
を
消
す
な
」
と
市

民
の
継
続
を
望
む
声
が
強
ま
り、
四
十
九
年三
月
、
三年
ぶ
り
に
第
二
一号

「滝
川
と
江
部
乙
の
分
村
・
合
併
」
が
発
刊
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

現
在
第
二
五
号
(昭
和五
十
四年三

月)
が
発
刊
、
市
民
の
理
解、
協
力
の
も

と
、
今
後
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
へ
と
意
欲
を
も
や
し
て
い
る
。

会
長
三
浦
光正

昭
和四・

三
ぐ
吾
(現
在)

事
務
局
滝
川
市
新
町
三
丁
目
八
一
二
〇
滝
川
市
郷
土
館
内
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「ゆ
う
べ
お
っと」

(江
部乙
文
化
団
体
協
議
会
機
関
誌)

江
部
乙
町
で
は
い
ろ
い

ろ
な
趣
味
の
グ
ルー
プ
が
生
ま
れ、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
活
動
を
展
開、
こ
れ
ら

グ
ルー
プ
が
一
緒
に
な
っ
て
連
絡
協
議
会
を
設
立、
趣
味
を
も
つ
人
た
ち
の
共

同
の
広
場
と
し
、
よ
り
多
く
の
同
好
者
の
糾
合
を
は
か
り、
郷
土
文
化
の
発
展

に
努
力
し
た
い
と
し
、
そ
の
機
関
誌
「
文
団
協
会
報」
が
創
刊
さ
れ
た
の
は、

昭
和
四
十
一
年
一
月
で
、
発
行
者
は
会
長
早
弓
房
松
で
あ
る
。

以
後、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
「文
団
協
」、第
七
号
か
ら
「ゆ
う
べ
お
っ

と
」
と
改
称、
毎
年
一
月
発
行
を
目
途
に
進
め
ら
れ
昭
和
五
十
四
年
一
月
に

は
、
第
一
四
号
の
発
刊
を
み
る
に
至
っ
た
。

特
に、
第
五
号
ま
で
は
孔
版
印
刷、
苦
労
の
あ
と
が
にじ
み
出
て
お
り、
第

六
号
か
ら
タ
イ
プ
印
刷
と
な
っ
て
い
る
。

会
報
は
滝川
市
と
合
併
を
契
機
に
「ゆ
う
べ
お
っ
と」
と
な
っ
た
が、
本
町

名
「
江
部
乙
」
は、
え
ぞ
語
の
「ユ
ウベ
・
オ
ッ
ト
」
(冷
鉱泉)

よ
り
出
た
も

の
と
伝
え
ら
れ、
冷
泉
の
多
い
所
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が、

一
説
に
は

「ち
ょう
ざ
め
の
群
来
す
る
川
(鮫
居川)

」
と
の
説
あ
り
、
アイ
ヌ
の
生
活
か

ら
言
え
ば
後
者
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
九
号
は
江
部
乙
文
団
協
の
創
立二
十
周
年
記
念
特
集
号
と
し
、
江
部
乙
出

身
文
化人
活
動
記
録、
文
化
活
動
に
貢
献し
て
いる
人、
ゆ
か
り
あ
る
人
を
初

め
各
種
単
位
団
体
の
歴
史、
将
来
へ
の
展
望、
随
想、
作
品
な
ど
、
盛
り
た
く

さ
ん
な
文
化
資
料
が
掲
さ
い
さ
れ、
第
一二
号
”古
老
尋
ね
歩
き
”
第
一
三
号

“
江
部
乙
の
古
跡
・
昔
ば
な
し
特
集
”
第
一
四
号
第
一
部
〝江
部
乙
の
昔
を
語

る
・
思
い
出
"
第
二
部
“江
部
乙
を
主
題
に
し
た
作
品
・
随
想
"
な
ど
に
は
江

部
乙
文
団
協
・
各
単
位
団
体
・
役
員
・
会
員
が
総
力
を
結
集、
責
任
を
尽
く
す

姿
が
一
字
一
句
に
横
溢
し、
江
部
乙
に
ゆ
か
り
あ
る
人
の々
「思
い
出
の
記
」

は
郷
土
愛
に
溢
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
先
輩
の
苦
闘
を
将
来
に
残
す
こ
と

の
責
任
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
、
一層
の
熱
情
を
奮
起
さ
せ
る
。

文
化
財
保
護
委
員

昭
和二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
に
よ
る
文
化
財
保

護
法
が
公
布
さ
れ
た
が、
国
又
は
道
の
指
定
す
る
も
の
を
除
き
、
滝
川
市
に
と

っ
て
重
要
な
も
のの
保
全
及
び
活
用
を
は
か
り、
市
民
文
化
の
向
上
に
資
す
る

た
め
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
滝
川
市
文
化
財
保
護
条
例
を
公
布
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
日
付
を
も
っ
て
文
化
財
調
査
委
員
五
名
を
任
命
し、
翌
四
十

七
年
四
月
一
日
文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
委
嘱
替
え
を
行
っ
て
現
在
に
至
る。

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
調
査
委
員
任
命

白
水

務
国
兼

昇
一
木
善
二

金
坂
吉
晃

昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
保
護
委
員
委
嘱

白
水

務
国
兼

昇
中
川
泰
一

金
子
協
平

一木
善
二

白
水

務
金
子
協
平

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
委
嘱

森
本
幹
夫

滝
川
ロー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

昭
和三
十
三
年
八
月
十
六
日、
滝
川
ロー
タリ

ー
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
起
源
は
ア
メ
リ
カ
で
、
一九

〇
五
年
(明
治三
十
八
年)
の
こ
と
で
あ
る
。

会
合
は
各
自
の
事
務
所
を
順
々
に
廻
わ
っ
て
開
か
れ
た
の
で、
こ
の
名
が
生

ま
れ
た
と
いう
。
ロ
ー
タ
リ
ー
(Rotary)

は
「廻
わ
る
」
の意
味
で
あ
る
。

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動
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生
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一九
一〇
年
に
国
境
を
越
え
て
カ
ナ
ダ
に
設
立
さ
れ、
一
九
一二
年
に
は
イ

ギ
リ
ス
に
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
今
や
世
界
的
な
国
際
的
機
構
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
我
が
国
で
は
大
正
九
年、
東
京
に
設
立
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

滝
川
ロ
ー
タ
リー

ク
ラ
ブ
は、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
十
三
日
国
際
的
承
認

を
得
て
加
盟
し
、
当
時
会
員
は
二
七
名
で
あ
り、
三
十
五
年
に
は
四
二
名、
昭

和
五
十
四
年
に
は
七
六
名
と
な
っ
た
。

そ
の
活
動
の
概
要
を
述
べ
る
と
、
昭
和三
十
四
年
九
月
、
一日
里
親
慰
安
旅

行
(札
幌
方
面)
を
は
じ
め、

へき
地
の
無
料
診
療
、
勤
労
青
少
年
の
激
励
(激
励

会
など)、

善
行
表
彰
(職
業
奉
仕
賞
など)、

児
童
画
の
国
際
交
換、
国
際
留
学
生

の
親
善
交
換、
奨
学
基
金
の
寄
贈
な
ど
、
あ
く
ま
で
も
理
想
の
奉
仕
精
神
を
つ

ら
ぬ
く
こ
と
に
オ
ー
ル
メ
ンバ
ー
の
友
情
が
結
集
さ
れ、
社
会
奉
仕
を
通
じ
て

地
域
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
る
。

・
国
際
留
学
生
の
交
換
昭
和
四
十
五
年
(一
九
七〇)

に
柳
元
豊
が
、
ア
メ
リ

カ
・
ニ
ュー

ヨー
ク
・
ク
サ
カ
市
の
ロ
ー
リ
ー
・
イ
リ
ザ
ベ
ス
・
ク
ラ
ウ
ン
を

一
年
間
受
け
入
れ、
ま
た
当
時
一七
歳
の
柳
元
広
文
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ウ
ー

ス
ター
市
に
留
学、
五
十
三
年
(一九
七八)

三月
、
江
部
乙
町
室
松
慶
子
(
一

七
歳)
が
オー
ス
ト
リ
ア
・
ニ
ュー
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ル
ス州
モ
スベ
ー
ル
市
に

一
年
間、
五
十
四
年
(一
九七
九)
一月
、
滝
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
招
待

で
、
オー
ス
ト
リ
ア
、
マナ
ガ
タ
ン
グ
町
か
ら
ケ
レ
ン
・
ス
ウ
ィニ
ー
(一六

歳
)が
滝
高
に
留
学、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
日
本
が
留
学
生
交
換し
た
室
松
慶

子
も
ケ
レ
ン
・
ス
ウ
ィ
ニ
ー
も
同
じ
滝
高
二
年
生
と
し
、
お
互
い
励
ま
し
あ
っ

て
い
る
。

・奨
学
基
金
滝
川
ロー
タ
リー
ク
ラブ
二
十
周
年
記
念
事
業
で
「社
会
や
町

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
人
づ
く
り
に」
と
、
三〇
〇
万
円
を
市
に
寄
贈
し
た
。

歴
代
会
長

初
・
二
代
久
保
茂
雄、
三
代
前
田
久
吉、
四
代
山
田
清
壱、
五
代
中川
孫
太
郎、
六
代
神
部

弘
二
、
七
代
武
田
勝
夫、
八
代
岩
本
正
義、
九
代
柴
田
棟
造、
一〇
代
田
中
君
太
郎、
一一

代
今
野
正
義、
一
二
代
山
口
清、
一三
代
川
村
幸
雄、
一四
代
中
川
正
、
一五
代
広
部
和
気

雄
、
一六
代
土
井
恒
隆、
一七
代
武
内
敏
彦、
一八
代
米
倉
謙
一、
一九
代
柳
元
豊、
二
〇

代
中
田
治
己
、
二
一
代
吉
田
英
治、
二二
代
渡
辺
弘

役
員
組
織

会
長、
第
一
副
会
長、
第二
副
会
長、
幹
事、
副
幹
事、
会
計、
職
業
奉
仕
委
員
長、
社
会

奉
仕
委
員
長、
国
際
奉
仕
委
員
長、
財
団
委
員
長、
出
席
委
員
長、
親
睦
活
動
委
員
長、
情

報
委
員
長、
職
業
分
類
委
員
長、
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
、
会
報
委
員
長
、
広
報
委
員
長
、
会

員
増
強
委
員
長、
会
員
選
考
委
員
長、
雑
誌
委
員
長、
青
少
年
担
当
理
事
、
ニ
コニ
ュ
ボ
ッ

ク
ス
担
当、
七
五
周
年
記
念
委
員
長

滝
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
際
ラ
イ
オ
ン
ズ
クラ
ブ
は
一九
一七
年
(大正

六)
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
市
で
誕
生
し
た
社
会
奉
仕
クラ
ブ
で、

昭
和
三
十
四
年
に
お
い
ても
す
で
に六
〇
万
人
以
上
の
会
員
を
も
つ
大
き
な
も

の
で、
クラ
ブ
数
一
万
四、
五〇
〇
と
い
わ
れ
て
い
た
。

日
本
最
初
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
生
ま
れ
た
の
は、

一九
五
二
年
(昭
和二

十七)
で、
滝
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は、
昭
和
三
十
五
年
九
月
十
七
日
吉
田

儀
作
を
会
長
と
し
て
設
立
総
会
が
滝
川
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
。

歴
代
会
長

昭
50郷

昭
35年
度
吉
田
儀
作、
昭
36森
秀
一
郎、
昭
37松
川
健二
、
昭
8
守
屋
守、
昭
39業
天
孝
一

昭
40男
沢
謙
一
、
昭
4
宝
鏡
八
百
里、
昭
42岡
田
外
之、
昭
43少
覚
納、
昭
4
上
田
茂

昭
45岸

克
美、
昭
46中
田
正
己、
昭
4
石
坂
繁
夫、
昭
48男
沢
義
久、
昭
49中
川
斉、

正、
昭
り近
藤
富
貴
雄、
昭
32川
越
忍、
昭5
塩
尻一
郎、
昭
弘4辻
奥幸
雄

こ
の
他
人
事
組
織
と
し
て
は、
第
一
副
会
長
、
第
二
副
会
長
、
第
三
副
会
長

幹
事、
会
計
が
あ
り
、ク
ラ
ブ
組
織
活
動
と
し
て
次
の
委
員
会
を
設
け
て
い
る
。
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一、
運
営
委
員
会
(出
席
大
会
委
員
会、
会
則
委
員
会、
会
員
委
員
会
、
計
画
委
員
会、

財
務
委
員
会、
情
報
委
員
会、
P
R
委
員
会、
リー
ダ
ー
シ
ップ
委
員
会、
特
別
接
待委
員
会)

二
、
事
業
委
員
会
(市
民
委
員
会、
教
育
委
員
会、
視
力
保
護
盲
人
福
祉
聴
力
保
護
ろ
う

あ
者
福
祉
委
員
会、
保
健
委
員
会、
社
会
福
祉
委
員
会、
レ
ク
レ
ー
シ
ョン
委
員
会、
公
衆

安
全
委
員
会、
環
境
保
全
委
員
会、
国
際
協
調及
び
青
少
年
交
換
委
員
会、
レ
オ
委
員
会)

主
な
る
活
動
と
し
て
は、
交
通
安
全
、
社
会
福
祉、
救
援
奉
仕
活
動
を
は
じ

め
、
青
少
年
の
育
成、
学
校
教
育、
市
諸
施
設
へ
の
協
力、
そ
の
範
囲
は
市

外
・
外
地
に
ま
で
及
び、
平
和
論
文
コ
ンテ
ス
ト、
L
C
杯
争
だ
つ
青
少
年
弁

論
大
会、
ライ
オ
ン
ズ
タ
ワー
建
設
な
ど
特
色
あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。

・:滝
川
レ
オ
ク
ラ
ブ

所
在
地
滝
川
市
大
町
一
丁
目
八
一‒一
産
経
会
館
内

昭
和
四
十
九
年二
月
十
日
結
成、
同
年
三
月
一
日
認
証
さ
れ
た
も
の
で、
ス

ポ
ン
サ
ー
ラ
イ
オン
ズ
クラ
ブ
は、
滝
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラブ
で
あ
る
。

レ
オ
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
道
内
五
番
目、
空
知
管
内
で
は
初
め
て
で、
地
域
の

青
少
年
に
指
導
力
(Leadership)、

経
験
(Experience)、

機
会
(Opportunity)、

を
与
え
る
た
め
の
奉
仕
活
動
を
推
進
す
る
のが
趣
旨
で、
レ
オ
は
こ
の三
つ
の
頭

文
字
L
E
O
か
ら
と
っ
て
い
る
。

創
立
時
会
員
は二
〇
名
で
発
足、
現
在
は
一
六
名
で
あ
る
が、

月
二
回
第

二
、
第
四
土
曜
日
に
例
会
を
も
ち、
種
々
の
問
題
を
討
議
処
理
し
て
い
る。

行
事、
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て
は、
赤
い
羽、
緑
の
羽
募
金
参
加
と
植
樹、

老
人
ホー
ム
慰
問、
ご
み
箱
設
置、
清
掃
作
業
な
ど
を
は
じ
め
、
他
レ
オ
ク
ラ

ブ
、
自
ら
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
親
睦
を
図
る
た
め、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
り
ん

ご
狩
り、
卓
球
大
会、
ス
キー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
など
を
行
って
い
る
。

歴
代
会
長
昭
50谷
口
和
隆、
昭
5・52佐々

木
愛弓、

昭
3
吉
田
知
永、
昭
54近
藤
早
苗
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江
部
乙
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

当
ク
ラ
ブ
の
所
属
はラ
イ
オ
ン
ズ
クラ
ブ
国

際
協
会三
三
一‒‒A

地
区
(道
央・
道
南)
に
属
し
、
第
四
リ
ジ
ョ
ン
(中・
北
空

知)
第
一
ゾ
ー
ン
(滝川・

芦
別、
赤
平、
新十
津
川、
江
部乙)

内
に
在
る
単
位
ク
ラ

ブ
で、
昭
和
四
十
一
年
(一
九六
六)
十
月二
十
六
日
に
結
成、
翌
年
六
月
二
十

七
日
国
際
協
会
認
証
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

会
長
な
ど
役
員
の
任
期
は
す
べ
て
一
年
で、
年
度
は
すべ
て
七
月
一
日
から

翌
年
六
月
三
十
日
ま
で
で
あ
る
。

結
成
会
員
(チ
ャー
ター
メン
バー)

は
一
七
名、
そ
の
後
新
陳
代
謝、
盛
衰
な

ど
か
ら
増
減、
最
高
時
は
三
二
名
、
幾
多
の
苦
難、
特
に
農
村
地
帯
や
小
町
村

の
場
合、
な
か
な
か
受
け
い
れ
ら
れ
ず
に
苦
労
を
重
ね
て
奉
仕
に
努
め、
現
在

二
八
名
(
結成
時の
会員
「チ
ャー
ター
メン
バー
」
七
名)
で、
若
手
優
良
会
員
の
増

強
に
努
め
て
い
る
。

歴
代
会
長
昭
4・14岩

崎庄
一、
昭
43山
本
栄、
昭
4
酒井
猛
男、
昭45鈴木

信
吉

昭
46玉
置
重
司、
昭
4
豊
島
貞
雄、
昭
48井上

範
義、
昭
49野
田
光
雄、
昭
50・51三

栗
自

然、
昭
32山
口
光
義、
昭
53才
田
良
利、
昭
54井
上
範
義

役
名
と
し
て
は、
会
長、
前
会
長、
第
一
～
第三
副
会
長、
幹
事、
副
幹
事

会
計、
副
会
計、
ラ
イ
オン
テ
ー
マ、
副
ラ
イ
オン
テ
ー
マ、
テー
ル
ツ
ィ
ス

タ
ー
、
副
テ
ー
ル
ツ
ィ
ス
タ
ー
が
あ
る
。

近
年
の
主
な
事
業
と
し
て
は、
交
通
安
全
記
念
塔
建
設、
国
旗
掲
揚
塔
寄
贈

江
部
乙
公
園
造
園
施
設、
緑
寿
園
(老人

ホー
ム)、

生
垣
植
樹、
改
善
セ
ン
タ
ー

前
記
念
植
樹、
交
通
安
全
標
語
掲
示
標
(江
部乙小

・
中)
な
ど
が
あ
る
。

滝
川
青
年
会
議
所
(社
団
法
人)

創
立
昭
和三
十
四
年
八
月
八
日

青
年
会
議
所
運
動
の
目
標
と
特
質

青
年
会
議
所
運
動
の
目
標
は
明
る
い豊
かな
社会
へ
の創
造で
あ
り、
そ
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の
社
会
創
り
を
リ
ー
ド
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
青
年
を
、
自
己
修
練
と
社
会
へ
の

奉
仕
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
多
く
養
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

特
質
と
し
て、
会
員
の
年
齢
に
制
限
制
が
あ
り
、会
員
は
い
か
な
る
人
種、
国

籍
、
性
別、
職
業、宗

教
で
あ
っ
て
も
よ
い
が
、年
齢
満
二
〇
歳
か
ら
満
四〇
歳

ま
で
で
あ
る
こ
と
を
定
め
ら
れ
"品
格
あ
る
青
年
"
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て、
い
か
に
長
期
間
に
わ
た
り
有
能
で
活
動
的
で
あ
っ
て
も
、
満

四
〇
歳
に
達
し
た
翌
年
に
は
退
会
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
素
晴
し
い
年
齢
制
限
ゆ
え
に、
青
年
会
議
所
は
絶
対
に
若
さ
を
失
わ

ず、
常
に
希
望
に
溢
れ、
未
来
に
向
っ
て
前
進
を
続
け
る
団
体
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

青
年
会
議
所
は
世
襲
経
営
者
の
サ
ロ
ン
クラ
ブ
で
は
な
く
、
単
に
社
会
奉
仕

を
行
う
団
体
でも
な
い
。
未
来
を
目
指
し
、
よ
り
よ
き
明
日
を
目
指
し
て、
地

域
社
会、
国
家、全

世
界
の
た
め
犠
牲
を
払
う
こ
と
を
厭
わ
ず
、常
に
進
歩
へ
の

挑
戦
を
行
う
理
想
と
具
体
的
な
施
設
を
も
っ
た
青
年
指
導
者
の
運
動
で
あ
る
。

日
本
青
年
会
議
所
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
二
十
六
年
で
こ
の
運
動
は
年
を
経

て
民
間
運
動
の
白
眉
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
拡
大
発
展
を
と
げ
昭
和
五
十
三
年
に

は
、
全
国
六
百
有
余
の
都
市
に
四
万
八
千
余
名
の
会
員
を
擁
し、
そ
の
運
動
成

果
は
全
国
の
地
域
社
会
に
「
奉
仕、
友
情、
修
練
」
の
信
条
で
若
さ
溢
れ
新
鮮

な
集
団
形
成
と
な
り
、
進
展
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た、
日
本
青
年
会
議
所
は
国
際
青
年
会
議
所
(JCI)

に
加
盟
し
て
、
国

際
的
な
J
C
運
動
の
一
翼
を
担
っ
て
活
動
し
、
会
員
が
同
じ
理
念
の
も
と
に
国

際
的
同
志
感
を
も
っ
て、
八
三
カ
国
、
約
五
十
一
万
が
活
躍
し
て
い
る
。

社
団
法
人
滝
川
青
年
会
議
所
は、
昭
和三
十
五
年二
月
二
十
日
、
日
本
青
年

会
議
所
に
加
入、
全
国
一
八
一
番
目
の
会
議
所
と
し
て
出
発、
爾
来
二
十
有
余

年
初
代
理
事
長
前
田
博
正
よ
り、
現
理
事
長
二
一代
中
田
翼
に
至
る
ま
で、
一

貫
し
て
青
年
会
議
所
運
動
の
目
標
推
進
に
徹
し、
地
域
に
お
け
る
”豊
か
な
社

会
づ
く
り
"
"新
し
い
社
会
創
り
”
に
とど
ま
ら
ず
、
広
く
社
会
奉
仕
活
動
の

輪
を
拡
げ、
昭
和
四
十
九
年
以
来
沖
縄
の
名
護
市
と
も
交
流
を
深
め、
毎
年
児

童
の
交
歓
事
業
を
行
い、
六
年
目
を
迎
え
既
に二
八
〇
人
を
超
え
る
児
童
が
沖

繩
と
交
歓
さ
れ
て
いる
な
ど、
数
の々
事
業
は
自
己
修
練
の
研
さ
ん
と
併
せ
大

い
な
る
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

昭
和
五
十
四
年、
滝
川
J
C
創
立二
十
周
年
に
あ
た
り
、
六
月
十
日
市
内
外

よ
り
一、
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
招
待
者
を
文
化
セ
ン
タ
ー
に
迎
え、
盛
大
な
記

念
式
典
を
挙
行
し
、
会
員
一
同
感
激
の
中
に
も、
今
後
一層
目
標
達
成
の
た
め

充
実
し
た
活
動
の
展
開
を
誓
い
あ
っ
た
。

創
立
当
時
二
五
名
で
あ
っ
た
会
員
も
、
創
立
十
周
年
に
は
六
二
名、
そ
し
て

現
在
は
一
〇
二
名
と
な
り、
組
織、
活
動
体
制
と
し
て
理
事
長
一
名
、
副
理
事

長
三
名
、
専
務
理
事
一
名
、
常
務
理
事
四
名、
理
事
一
二
名、
監
事
二
名
と

し
、
業
務
担
当
に
は
総
務、
社
会
開
発、
指
導
力
開
発、
長
期
総
合
企
画、
教

育
青
少
年
開
発、
広
報、
政
治、
交
通
問
題、
経
済
開
発、
会
員
開
発
な
ど
が

あ
り
、
有
機
的
連
携
体
制
を
も
っ
て
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

機
関
紙
「
奔
流」
が
あ
り、
毎
年
発
刊
さ
れ
て
一
〇
号
に
及
ん
で
いる
。

歴
代
理
事
長

初
代
(昭
34)
前
田
博
正
二
代
(昭
36)
米
倉
謙
一

四
代
(
昭
3)
近
藤
良
四
郎
五
代
(昭
3)
中
山
弘三

七
代
(
昭
41)
猪
股
典
雄
八
代
(昭
42)
種
田
良
一

10代
(昭
4)
花
摘
誠
吉

三
代
(昭
37)
中
田
治己

六
代
(昭
40)
今
野
陽
一

九
代
(
昭
43)
次
田
良
敏

二
代
(昭45)

木
原
康
博
三
代
(昭
46)
佐
藤
桂
司
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滝川の子供たち(昭52)

一
四
代
(昭
8)
渡
辺
恭
久
一五
代
(昭(89)

神
部
和
典

一八
代
(昭
52)
三
浦
晃
裕

”
ま
た
会
お
う
ね
!
昭
五
五
・
二

「滝
川
青
年
会
議
所
の
招
き
で
八
日
来
滝
し
た
名
護
市
の
児
童
二
十
九
人

は、
雪
国
の
冬
を
満
喫、
十
二
日
千
歳
か
ら
空
路
沖
縄
に
帰
っ
た
。

四
泊
五
日
の
滞
在
期
間
中、
沖
縄
の
児
童
た
ち
は、
滝
川
市
民
冬
祭
り
を
見

学
し
た
り、
自
衛
隊
ス
キー
場
や
神
威
岳
ス
キー
場
で
そ
り
遊
び
を
楽
し
ん

だ
。
九、
十
の
両
日
は
滝
川
か
ら
名
護
に
行
った
児
童
と
父
母
で
つ
く
っ
て
い

る
「つ
つ
じ
会
」
の
家
庭
に
民
泊、
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
沖
縄
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
。

十
一
日
は
午
後
か
ら
滝
川
市
内
見
物、
お
土
産
を
ど
っ
さ
り
買
っ
て、
夕
方

沖縄の子供たち

か
ら
松
尾
ジ
ン
ギ
ス
カン
で
開
か
れ
た
つ
つ
じ
会
主
催
の
さ
よ
う
な
ら
パ
ー
テ

ィ
ー
に
出
席
し
た。

児
童
た
ち
は
「雪
は
見
る
の
も
さ
わ
る
の
も
初
め
て、
と
っ
て
も
楽
し
か
っ

た
、
夏
は
沖
縄
で
会
い
ま
し
ょ
う
ね
」
と
青
年
会
議
所
の
お
じ
さ
ん
達
と
固
い

握
手
を
交
わ
し
て
い
た
。

一行
は
十二
日
午
前
六
時、
つ
つ
じ
会
の
児
童
や
父
母
に
見
送
ら
れ
な
が
ら

た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
お
土
産
を
持
っ
て、
三浦
華
園
か
ら
バ
ス
で
千
歳
に
向

か
っ
た
」

滝
川
市
消
費
者
協
会

地
域
の
消
費
者
に
対
し
、
消
費
の
合
理
化
を
普
及

す
る
と
共
に、
消
費
者
の
利
益
を
保
護
し
、
消
費
生
活
の
安
定
を
図
る
目
的

で、
昭
和
四
十
一
年
七
月
十
三
日
設
立
、
消
費
者
意
識
に
目
覚
め
連
帯
を
強

め、
消
費
者
保
護
政
策
の
促
進、
組
織
の
拡
大
と
団
結
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市

が
設
置
す
る
消
費
生
活
モ
ニ
ター
と
提
携
協
力
し、
各
種
の
活
動
を
推
進
し
て

い
る
。

モ
ニ
ター
の
職
務
内
容
は、
消
費
生
活
上
の
苦
情、
批
判、
意
見
、
要
望
等

の
提
出、
市
か
ら
送
付
す
る
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
対
す
る
回
答
、
研
修
会

連
絡
会
等
の
出
席、
消
費
生
活
の
た
め
の
施
策
協
力
で、
任
期
は
二
年、
職
業

家
族
構
成、
地
域
別
に
委
嘱、
滝
川
の
物
価
を
さ
ぐ
り
、
地
に
つ
い
た
物
価
対

策
を
進
め
る
た
め、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

以
下
昭
和
四
十
二
年
度
以
降
の
主
な
活
動
状
況
を
述
べ
る
と
、
四
十二
年
に

市
と
し
て
は、
消
費
者
保
護
の
施
策
を
市
民
行
政
の
中
で
解
決
す
べ
く、
物
価

問
題
を
始
め
広
い
視
野
か
ら
消
費
者
保
護
を
進
め
て
き
た
。

計
量
器
の
臨
時
立入
り
検
査、
指
導、
食
料
品
の
試
買
調
査、
品
質
表示
の
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代
(昭53)

深田
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調
査
指
導、
着
色
食
品
の
廃
止
運
動、
業
者
と
の
懇
談
会、
消
費
モ
ニ
タ
ー
に

よ
る
価
格
・
商
店
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
調
査
、
消
費
者
協
会
の
指
導
育
成
等
で
、

四
十
四
年
に
は
添
加
物
に
関
す
る
知
識
の
啓
蒙
に
重
点
を
置
き
、
試
買
品
の
添

加
物
検
査
等
の
実
施、
四
十
七
年
は
消
費
者
協
会
が
産
米
の
試
食、
四
十
八
年

に
は、
生
活
必
需
物
資
緊
対
策
本
部
を
設
置、
中
東
戦
争
に
端
を
発
し
た
オ
イ

ル
シ
ョッ
ク
の
影
響
を
受
け
、
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
供
給
が
極
め
て
不
安
定

な
状
況
と
な
っ
た
石
油
・
紙
な
ど
の
安
定
充
足
を
図
り
、
一
般
市
民
に
対
し
て

は
節
約
を
督
励、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で、
積
極
的
協
力
に
よ
っ
て
窮
地
を
脱
し

た
。な
お、
対
策
本
部
構
成
は、
滝
川
市
四
名、
市
議
会
二
名
、商
工
団
体二
名、

労
働
団
体
三
名
、
農
業
団
体二
名、
消
費
者
団
体
二
名、
福
祉
団
体
一名、

各
種
団
体
八
名
の
計二
四
名
で、
今
後
さ
ら
に
石
油
を
中
心
と
す
る
不
安
定
な
経

済
社
会
に
対
処
す
る
た
め、
当
面、
本
部
を
存
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
に
は
「消
費
者
セン
ター
」
を
設
置、
消
費
生
活
相
談
と
苦

情
処
理、
一般
消
費
者
から
の
相
談、
セン
ター
の
試
買
に
よ
る
食
料
品
・
繊

維
製
品
等
の
品
質
・
性
能
・
安
全
性
の
検
査、
ま
た
設
備
上
検
査
不
可
能
な
も

の
は
北
海
道
消
費
者
協
会
テ
ス
ト
室
並
び
に
関
係
研
究
機
関
へ
の
依
頼
な
ど
を

は
じ
め
、
消
費
者
に
対
し
消
費
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
知
識、

一
般
商
品
知

識
、
商
品
の
選
択
に
関
す
る
知
識
並
び
に
商
品
検
査
結
果
を
パ
ネ
ル、
実
物
を

用
い
て
展
示
、
消
費
生
活
に
関
す
る
資
料
や
セ
ン
タ
ー
ニ
ュー
ス
の
発
行
、
情

報
提
供
を
行
っ
た
。

昭
和
五
十
年
に
は、
消
費
生
活
展
を
、
消
費
者
の
利
益
と
権
利
を
擁
護
し、

考
え、
行
動
す
る
消
費
者
目
指
し
開
催、
衣
生
活、
食
生
活、
住
生
活、
再
利

環活生費消る守をしらく

消費生活展

用、
手
作
り
食
品
、
相
談
テ
ス
ト、
電

力、
計
量、
郵
便
貯
蓄
コー
ナー
を
設

け
好
評
を
得、
市
内
外
から
の
参
加
者

が
多
く
有
意
義
で
あ
っ
た
。

五
十二
年
三
月、
消
費
者
協
会
と
消

費
モ
ニ
ター
に
よ
っ
て、
生
鮮
食
料
品

の
量
目
調
査
を
行
い、
パ
ッ
ク入
り
食

品
と
バ
ラ
売
り
の
面
前
計
量
品
を
対
象

と
し
た
が、
そ
の
結
果
全
体
の
半
分
が

適
正
で
は
な
く
、
不
適
正
な
量
目
に
よ

る
価
格
の
実
質
的
引
き
上
げ
を
防
ぐ
の

に
関
心
を
深
め
た
。

五
十
三
年
に
は、
業
者
と
消
費
者
協
に
よ
る
プ
ロパ
ン
価
格
の
検
討、
翌
五

十
四
年
に
は、
消
費
者
教
育
講
座
の
開
催、
会
報
発
行
、
業
種
別
懇
談
会
の
開

催
、
施
設
見
学
会、
消
費
生
活
展
な
ど
に
よ
る
賢
い
消
費
者
の
育
成、
商
品
価

格
調
査、
量
目
試
買
調
査、
魚
・
野
菜
・
肉
の
日
の
実
施
状
況
調
査
な
ど
を
行

い、
消
費
者
の
利
益
と
安
全
を
守
り
、
欠
陥
商
品
や
有
害
食
品、
二
重
価
格
に

は
特
に
目
を
光
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た、
こ
の
他
、
会
員
増
に
よ
る
組
織
強
化、
消
費
生
活
相
談
活
動
と
し、

買
い
物
相
談、
苦
情
処
理、
欠
陥
商
品
な
ど
の
検
査
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

歴
代
会
長

初
代
神
部
富
美子

三
代
前
田
ト
シ
昭
和
四・
七・三

二
代
真
田
和
子
昭
和
四
・

昭
和
三
・
五～
現
在
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第
六
節
憩
い
の
場

緑
は
私
達
の
心
に、
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
近
年
著
し

く
市
街
化
が
進
み、
都
市
空
間
と
し
ての
緑
地
や
公
園
の
確
保
は、
重
要
な
課

題
と
な
り、
滝
川
市
で
は
年
次
計
画
に
基
づ
き
、
花
の
あ
る
街、
緑
の
あ
る
町

を
推
進
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
公
園
の
造
成
や
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。

滝
の
川
運
動
公
園

野
球
場、
公
認
陸
上
競
技
場、
弓
場
、
プ
ー
ル、
テ

ニ
ス
コー
ト
等
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
備
え
て
い
る
滝
の
川
公
園
は、
市

民
の
体
力
向
上
の
場
と
し
、
ま
た
家
族
そ
ろ
っ
て
の
散
策、
憩
い
の
場
と
し
て

多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が、
駐
車
場
の
造
成、
園
路
の
舗
装
工
事
が

な
さ
れ
植
樹
が
進
め
ら
れ
た
。

北
電
公
園

昭
和
四
十
九
年
か
ら
造
成、
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
北
電

公
園
は
遊
戯
場
の
設
置
も
終
え、
危
険
防
止の
た
め
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
設

置
、
駐
車
場
舗
装
工
事、
排
水
工
事
が
行
わ
れ、
ま
た
市
民
が
や
す
ら
げ
る
公

園
と
し
て
充
実
さ
せ
る
た
め
植
樹、
照
明
灯
の
設
備
が
な
さ
れ
た。
こ
れ
に
よ

って
冬
期
間
の
夜
間
ス
キー
も
可
能
に
な
っ
た
。

空
知
川
緑
地

昭
和
五
十
年
か
ら
造
営
が
始
め
ら
れ、
野
球
場
、
休
養
広

場
、
テ
ニ
ス
コー
ト、
自
転
車
広
場、
遊
戯
広
場、
サ
イ
クリ
ン
グ
ロ
ー
ド
な

ど
と
空
知
川
畔
は、
大
き
く
変
わ
っ
て、
恒
例
と
な
った
花
火
大
会
、
河
原
祭

な
ど
共
に
市
民
の
親
し
める
、
ス
ポー
ツ、
レ
クリ
エー
シ
ョン、

憩
い
の
場

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

児
童
公
園
市
で
は
年
次
計
画
に
基
づ
き
毎
年
一
ヵ
所
児
童
公
園
の
造
成

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

至
旭
川
市

√
-

E

� 0 3
D

0 L

1

凡凡 例

例

空

記 号 名 称

知

野

球 場 川 一

芝 生 広 場
テ ニ ス コ ー ト
遊 戯 広 場
自 転 車 広 場
休 養 広 場
植 栽(低 灌 木)

空知川緑地計画平面図 が
な
さ
れ
て
い
る
が、
昭

和
五
十
二
年
度
に
は、
市

街
地
の
拡
大
に
よ
っ
て
住

宅
の
増
加
著
し
い
西
町
地

区
に、
面
積
二
、
六
〇
〇

平
方
メー
ト
ル
の
児
童
公

園
を
造
成、
各
遊
具
の
設

置、
夜
間
照
明、
ベ
ン
チ

擬
木
テ
ー
ブ
ル
ス
ト
ゥー

ル
な
ど
も
設
け
ら
れ、
し

ら
か
ば
が
二
五
本
植
え
ら

れ
、
名
称
も
「し
ら
か
ば

公
園
」
と
し
て
、
地
域
の

人
に々
利
用
さ
れ
て
い

る。緑
化
の
推
進
市
で
は

五
十
二
年
か
ら
五
十
六
年

ま
で
の
五
ヵ
年
に
わ
た
る

緑
化
推
進
計
画
を
立
て、

街
の
中
の
緑
地
帯
整
備、

公
園、
街
路
な
ど
の
緑
化

を
進
め
る
ほ
か、
地
域
住

民
の
協
力
を
得
て、
団
地

一
般
国
道
1
号
線

AB
0

A
B
C
D
E
F
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第
十三
編
生
活
と
文
化

内
の
緑
化
も
計
画
し
て
い
る
(注

第
五
編
第二
章
第
四
節
参
照)。

滝
川
市
民
ゴ
ル
フ
場

石
狩
川
河
川
敷
地
の
公
園
整
備
事
業
の
一
つ
と
し

て
昭
和
五
十
一
年
から
工
事
が
進
めら
れ
て
い
た
市
民
ゴ
ルフ
場
は、
練
習
場

が
翌
年
の
四
月
三
十
日
か
ら
、
本
コ
ー
ス
は
八
月二
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

こ
の
ゴ
ルフ
場
の
規
模
は
総
面
積
四
二
万二
、
三三
四
平
方
メー
ト
ル、
九

ホー
ル、
バー
三
六
で、
コ
ー
ス
の
延
長
は
男二
、
七
四
五
メ
ー
ト
ル、
女

二
、
五
六〇
メー
ト
ルと
な
っ
て
お
り、
ガ
ー
ド
バ
ン
カ
ー
や
ク
ロ
スバ

ン
カ

ー
、
池
や
丘
も
作
ら
れ
て
お
り
一
般
ゴ
ルフ
ァー
の
ほ
か、
特
に
お
年
寄
り
や

婦
人
初心
者
達
が
新
鮮
な
空
気
と
広
大
な
緑
の
中
で、
健
康
増
進
の
場
、
レ
ジ

ャ
ー
、
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

な
お、
今
後
石
狩
川
下
流
に
も
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
め
る
河
川
敷
公
園
を
と

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

市民ゴルフ場

市民まつり (昭和53年)

第 1回河原祭 「カヌー競艇」 (昭和54年)

.0

江部乙中央公園

ヵ

江部乙中央公園ばん馬 (昭和31年)

花一ぱいコンクール
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市
民
ま
つ
り、
歩
行
者
天
国
、
河
原
祭
も
定
着
し
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
近
隣

の
人
々
の
楽
し
みと
な
り、
憩
い
の
場
と
な
り、
冬
の
雪
ま
つ
り
と
共
に
集
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

美
し
い
花
ぞ
の、
花、
花
、
花
は
ま
た、
緑
豊
か
な
町
づ
く
り
と
共
に
人
々

の心
を
や
わ
ら
げ
る
。

か
つ
て、
馬
の多
か
っ
た
時
は、
「ば
ん
馬」
で、
盛
ん
な
人
の々
歓
声
も

今
は
消
え
、
静
か
な
憩
いの
場、
町
民
散
策
の
場
と
な
っ
て
お
り、
時
に
釣
り

糸
を
さ
げ
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
。

場
浴

大
衆
の
集
合
す
る
所、
裸
の
ふ
れ
合
い
の
中
に
庶
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
発
展
し
て
い
た
も
の
に
公
衆
浴
場
が
あ
る
。

滝
川
の
浴
場
は、
明
治
四
十
三
年
に
は
五
店、
大
正
年
代
に
入
っ
て
五
年
に

は
、
一
の
坂
興
禅
寺
東
側
国
道
沿
い
に
「ラ
ジ
ュー
ム
湯
」
が
あ
り、
使
用
水

に
薬
性
分
を
含
む
と
こ
ろ
か
ら
人
は々
「く
す
り
湯
」
と
よ
ん
で
い
た
。

後
に
な
っ
て
経
営
者
が
か
わ
り、
位
置
も
現
在
の
大
町
六
丁
目
に
移
り、
山

城
友
吉
が
経
営、

「ラ
ジ
ュー
ム
湯
」
と
称
し、
経
営
者も
息
子
の
山
城
猛
男

と
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
斉
藤
広
治
と
な
り
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

「松
の
湯
」
は
現
在
の
大
町三
丁
目
付
近
に
あ
り、
経
営
者
も
数
人
か
わ
り

佐
木々
幸
男
か
ら
江
本
豊
に
移
り、
昭
和
三
十
九
年
に
廃
業
し
て
い
る
。

ま
た
「滝
乃
湯
」
は、
現
在
の
栄
町三
丁
目
付
近
に
大
正
五
年
開
業、
経
営

者
は
加
藤
鍬
太
郎
で、
後
に
現
在
の
本
町
三
丁
目三
に
新
設
移
転、
昭
和二
十

四
年二
月、
鍬
太
郎
の
死
亡
か
ら
妻
ト
ワ
が
引
続
き
営
業、
昭
和
四
十二
年三

月
に
廃
業
と
な
っ
て
い
る
。
な
お、
他
の
一
店
に
つ
い
て
は
状
況
不
明
で
あ

"1 "

11

30年
30年

朝
日
町
東
一‒‒一

泉
町二
丁‒‒九

野
山々
繁
義

鈴
木
勝
芳

11 "

昭
和2
年

20年

大
正
10年

栄
町二
丁
ー
三

栄
町三
四
七

花
月
町二
丁
ー
一
佐
木々
助
松

柴
田
茂
|
柴
田
竹
之
助、
経
営

大
正
六
年
以
降
昭
和
四
十
七
年
ま
で
の
開
業
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「花
の
湯」

「常
盤
湯
」

「花
月
湯
」

「
朝
日
湯
」

「泉
湯
」

「三
河
湯
」

岡
部
政
吉
‒‒岡
部
司、
経
営

野
村
栄
昭
5・4

廃
業

22年
31年

朝
日
町
西
四‒‒一

本
町三
丁
ー
六

11

「か
ず
の
湯
」
ク

「末
広
湯
」

3
年
34年
39年
3
年
40年

緑
町
六
丁
ー
五

西
町六
丁‒
五

松
重
洋
一

三
浦
鶴
雄

ハ
4
年
滝
の
川
町
西
五‒‒三

鵜
川
薫

江
部
乙
の
浴
場
は
、
江
部
乙
村
一
二
丁
目
(現豊
成
館の
位
置)
に、
大
正
四

年
ご
ろ
江
口
幸
太
郎
が、
浴
場
「松
の
湯
」
を
新
設
し
た
の
が
初
め
で、
江
口

は
昭
和
初
期
ま
で
営
業、
そ
の
後
は
木
原
某、
東
某、
岡
村
幸
平
、
樋
郡
勝
治

と
経
営
者
が
か
わ
り
、
昭
和
十
年
を
過
ぎ
て
廃
業、
川
口
木
工
場
が
工
場
と
し

て
利
用、
三
十
八
年
に
豊
成
館
が
新
設
さ
れ
岩
風
呂
が
設
け
ら
れ、
当
時
近
隣

に
は
稀
な
ホ
テ
ル
経
営
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

「え
べ
お
つ
温
泉
」
(旧
鉱
温典
温
泉)
は
、
大
正
十
五
年
十
月
西
十
三
丁
目
村

有
地
内
に
温
泉
の
湧
出
す
る
を、
島
津
勇
次
郎
他
二
名
が
発
見
、
源
泉
地
近
く

(鉄
道
西
側)に

温
泉
宿
を
開
業
し
た
が
、
地
理
的
に
不
便
な
た
め、
昭
和三
年
九

月
よ
り
駅
前
元
藤
田
五
市
宅
地
内
に、
浴
場
を
建
て
温
泉
浴
場
と
し
開
業、
そ

の
後
昭
和
十
五
年
に
大
林
文
平
が
譲
り
受
け、
昭
和
五
十
年
に
は
一
般
公
衆
浴

場
を
兼
ね
温
泉
湯
治
利
用が
で
き
る
よ
う
大
改
造
を
行
った
。

る
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11 11 11 11 11 11

井
上

一‒‒高
橋
昭
治

二
村二
三

岡
本
信
雄

西
町三
丁
ー
一

大
町
一
丁
ー
五

大
町
四
丁
ー
八

河
村
米
助
‒
坂
井
繁

11

「日
の
出
湯
」
ぐ"

「緑
湯
」

「開
西
湯」

11

「東
湯
」

ぐ
「
滝
の
湯
」
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第
十
三
編
生
活
と
文
化

神
経
痛、
リ
ウ
マ
チ、
皮
膚
病、
痔
病
等
に
効
果
あ
り
、
現
在
は
大
林
政
義

が
経
営、
札
幌
・
旭
川
を
はじ
め
近
隣
か
ら
の
来
館
も
多
い
。

「寿
湯
」
(旧
寿鉱
泉場)

は、
大
正
十
五
年
十
一
月、
大
久
保
熊
蔵
宅
地
内
に

冷
鉱
泉
の
湧
出
を
紙谷
精
次
郎が
発
見、
分
析
の
結
果、
人
体
諸
病
に
効
果
あ

る
と
の
証
明
よ
り、
昭
和
二
年三
月
鉱
泉
浴
場
を
完
備、

一般
入
浴
の
便
を
図

っ
た。
こ
の
経
営
に
は
白
木
納
ら
が
当
た
っ
た
が、
昭
和
四
十
七
年
三
月
で
廃

業
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
公
衆
浴
場も
、
各
家
庭
で
浴
室
設
置
が
多く
な
り、
そ
の

利
用
も
必
ず
し
も
増
加
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
地
域
的
な
条
件
等
が
関
連
し

て
き
て
お
り、
燃
料
な
ど
の
高
と
う
の
影
響
も
大
き
く、
入
浴
好
き
な
国
民
性

も
庶
民
生
活
の
中
で
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

・特
殊
浴
場
の
開
業

「
ワ
コ
ウ
サ
ウ
ナ」
昭
和
45・1～

昭
和
49・4

廃
業
黄
金
町
五
八
経
営
者
大
谷
弘

「家
族
風
呂
い
し
か
り
」
昭
和
4
有
明
町
四
丁
━‒三

経
営
者
有
限
会
社
毎
原
政
夫

「松
尾
サ
ウ
ナ
」
昭
和
43
明
神
町三
丁
ー
五
経
営
者
松
尾
羊
肉(株

)
「サ
ウ
ナきく

や」
昭和
48
本
町二
丁
―‒四

昭
和
49
大
町三
丁
ー
一

「憩
湯
」

経
営者
喜
久
屋
観光(有)

経
営
者
柴
田
産
業

歌
原
清

河
内
隆
行

・福
利
厚
生
施
設
浴
場
と
そ
の
開
設

「
滝
川
自
動
車
区
従
業
員
浴
場
」
(昭
和
26・1)「

滝
川
駅
従
業
員
浴
場
」
(昭
和
27・4)

「江
部
乙
鉄
道
職
員
浴
場」
(昭
和
27・5)

「東
滝
川
駅
従
業
員
浴
場」
(昭
8・4)

「夕
張
製
作
所
滝
川
工
場
従
業
員
共
同
浴
場」
(昭
和
38)・10)

・
入
浴
料
金

大
正
2・12・

6
白
湯
入
浴
料

一
年
齢
五
歳
以
下

一
回
に
付

"
二

少
六
歳
以
上
十
四
歳
以
下

一
金
二
銭

一
金
一
銭

一
金
三銭

四
枚
に付

一
金
一〇
銭

五
婦
人
洗
髪
料

六
留
湯
(一
日
一
回
浴)

七
ク
(一
日二
回
浴)

八
ク
(一
日
一
回
浴
)

九
ク
(一
日
一
回
浴)

薬
湯入
浴
料

一
年
齢
十
歳
以
下

二
十
一
歳
以
上
十
四
歳
以
下

三
十
五
歳
以
上

四
湯
札

五
婦
人
洗
髪
料

六
留
湯
(一
日
一回
浴
)

大
正
8
・
8
・
1

大
正
9
・
5
・
12

入
浴
料
金
大
人
五
銭、
中
児
三
銭、
小
児
一
銭
、
湯
札
二
〇
銭
に
付

五
枚
、
婦
人
洗
髪
料
一
回
一〇

銭
入
浴
料
金
湯
札
金二
〇
銭
に
付
四
枚、
大
人
金
五
銭
中
人
(七
歳

以
上
十
四
歳
以
下
)
金
三
銭
五
厘、
六
歳
以
下
金二
銭
湯
札
中
人
一

〇
銭
に
付
三
枚
婦
人
洗
髪
料
金
一〇
銭

5
・
1
入
浴
料
金
大
人
六
銭、
小
人
四
銭、
乳
幼
児
三
銭
昭
1
5
・
6
・
1

大
人
七
銭、
中
人
四
銭、
小
人
三
銭、
洗
髪
料
一〇
銭

00
入
浴
料
金
大
人
一二
銭
小
人
七
銭
洗
髪
料二
〇
銭

昭
和13

8

1 1
!!

大
人
一二
円
中
人
八
円
小
人
五
円
洗
髪
料
一
二
円

大
人
一
六
円
中
人
一三
円
小
人
七
円
洗
髪
料
一
二
円

以
上
四
月
三
十
日
迄
暫
定
料
金

洗
髪
料
一〇
円

大
人二
三
円
中人
一
五
円
小
人
八円

大
人
三
八
円
中
人
二
〇
円
小
人
一〇
円
洗
髪
料
三
円

大
人
一
一五
円
中
人
六
〇
円
小
人三
〇
円
洗
髪
料
〇
円

大
人
一
九〇
円
中
人
九五円

小人
四
五
円

11
大
人
二
二
〇
円
中
人
100円

小
人
五〇
円

♪(答
申
中
)

昭
和
5
・
6
・
9

滝
川
浴
場
組
合

注
入
浴
料
金
は
改
正
ご
と
に
書
い
た
も
の
で
は
な
い

大
正
時
代
(年
月
不
明)
に
「滝
乃
湯
」
経
営
者
加
藤
鍬

太
郎が
町
の
同
業
者
に
呼
び
か
け、
業
者
間
の
団
結
と
融
和
を
図
り、
監
督
官

.

一
回
に付

一
金
四
五
銭

一
金
五
銭

但
し
十
五
歳
以
上

但し
十
五
歳
以
上

一金
二
〇
銭
但
し
六
歳
以
上
十
四
歳
以
下

一
金
一
五
銭
但
し
年
齢
五
歳
以
下

一回
に
付

三
枚
に
付

!! "1

一
ヶ
月
に
付

一
金
六
〇
銭

一
金
五
銭

一
金
一〇

銭

一
金
四
銭

一
金
三
銭

一
金
二
銭

一
回
に
付

!

〃〃

11

一
ヶ
月
に
付

!
一
金
六
〇
銭

936

•

昭
和
38
・
1
.

6
昭
和45

昭
和
50・

6
・

昭
和
54・
1
・

26 10 20

26

! ! 1111

三
〃十
五
歳
以
上

四
湯
札

柴
田
竹
之
助

昭
和
25

昭
和20

・

昭
和
20
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署
と
の
連
絡
を
保
ち
、
公
衆
浴
場
業
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
結
成
す
る
。

後
に、
他
町
村
と
の
連
携
を
も
ち
、
南
は
奈
井
江
、
北
は
江
部
乙
、
東
は
芦

別
、
西
は
新
十
津
川
(滝川
・
砂
川・
芦
別
保
健
所
管
内)
を
地
域
と
し
、
滝
川
地
区

組
合
と
し
て
活
動
、
同
業
者
約
五
〇
名
が
会
員
と
な
っ
た
。

歴
代
組
合
長

結
成
から

二
代
野
村
栄
昭
和二四・三

小
四七・五

第
七
節
史
跡
め
ぐ
り

創
立
ゆ
か
り
の
地
、
闘
魂
開
拓
の
地、
滝
川
の
歴
史
と
共
に
忘
れ
去
る
こ
と

な
く、
新
し
い
時
代
を
拓く
人
の々
た
め
に
も、
大
い
な
る
遺
産
と
し
て
、
こ

こ
に
由
緒
深
い
碑、
史
跡
を
か
か
げ
、
さら
に
調
査
を
重
ね
る
こ
と
を
望
み、

概
要
を
記
述
す
る
。

国
木
田
独
歩
の
碑

「空
知
川
の
岸
辺」
こ
の
碑
は、
昭
和
十
年
、
二
十

四
年
の
木
碑
に
次
い
で二
十
五
年
九
月、
滝
川
公
園
池
の
ほ
と
り
に
建
て
ら
れ

た
石
碑
で
あ
る
。

石
川
啄
木
の
碑

こ
の
歌
碑
は
作
品
ゆ
か
り
の
地
、
空
知
大
橋
の
た
も
と

金
比
羅
神
社
境
内
に
建
立
さ
れ
て
い
た
が、
昭
和
四
十
六
年
滝
川
公
園
内
に
あ

る
空
知
川
の
旧
川
筋
に
あ
た
る
古
川
の
ほ
と
り
に
移
さ
れ
た
。

南
靠
山
開
拓
団
殉
難の
碑

北
泉
岳
寺
義
士
の
墓
の
右
手
に
樹
木
に
囲
ま
れ

た
石
碑
は、
満
蒙
開
拓
団
の
一
つ
南
靠
山
開
拓
団
が
ソ
連
の
越
境
進
駐
に
よ
る

犠
牲と
な
り、
悲
し
く
も
散
っ
た
人
の々
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

滝
川
村
戸
長
役
場
跡
碑

中
央
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
隣
、
明
神
町
警
察
派
出
所

の
南
す
み
に
在
り、
先
に
郷
土
研
究
会
が
木
碑
で
建
て
て
い
た
も
の
を、
昭
和

四
十
八
年
文
化
の
日
に
市
が
石
碑
に
建
て
替
え
た
も
ので
あ
る
。

駅
逓
(空
知太
第三
美
英
舎)
跡

場
所
は
現
在
の
「ふ
じ
交
通
」
の
建
て
も
の
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

空
知
小
学
校
之
碑

国
道
十二
号
線
と
空
地
通
り
が
交
わ
る
菱
友
ス
タ
ン

ド
側、
地
下
歩
道
の
入
口
の
わ
き
に
建
っ
て
い
る
。

高
畑
利
宜
の
遺
記
録
碑

昭
和
三
十
一
年、
タ
イ
ム
ス
社
が
募
集
し
た
北

海
道
文
化
財
百
選
に、
上
川
探
検
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
遺
記
録
が
一
位
に

当
選
し
た
時
の
記
念
碑
で、
昭
和
三
十
三
年、
市
民
会
館
の
完
成
を
待
っ
て
建

て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

石
狩
川
波
止
場
跡
碑

道
滝々
浜
線
の
滝
川
地
下
道
の
西
町
上
り
口、
す

ぐ
左
手
の
道
は、
か
つ
て
新
波
止
場
通
り
と
い
わ
れ
た
道
で
あ
る
。
こ
の
道
を

西
南
へ
銀
川
と
の
出
合
い
の
近
く
に、
こ
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

人
石
記
念
塔

ト

昭
和三
十
九
年
十
一
月、
工
費
五
〇
万
円
を
も
っ
て
泉
町

公
園
の
一
隅
に
高
さ
七
メー
ト
ル
の
塔
が
あ
る
。
化
学
記
号
を
形
ど
っ
た
六
角

の
尖
塔、
礎
石
と
外
柵
に
は、
か
つ
て
赤々
と
夜
空
を
こ
が
し
た
コー
ク
ス
炉

の
シ
ャ
モ
ッ
ト
練
瓦
を
用
い、
往
時
をし
の
ぶ
よ
す
が
に
し
て
い
る
。

消
防
顕
彰
碑

昭
和
四
十
一
年
九
月
二
十
六
日
除
幕、
滝
川
神
社
境
内
社

殿
の
右
方
に
あ
り、
仙
台
石
の
碑
面
に、
消
防
顕
彰
碑
の
題
字
、
裏
面
に
消
防

人
を
た
た
え
る
顕
彰
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

貯
蓄
報
国
碑

滝
川
神
社
の
境
内、
本
殿
の
す
ぐ
右
側
に
あ
り、
昭
和
十

三
年
十
月
除
幕、
貯
蓄
を
通
じ
て
の
家
風
作
興、
郷
土
愛、
報
国
の
精
神
を
強

937

三
代
岡
本
信
雄

初
代
加
藤
鍬太
郎
昭
和二四・三

昭
和
署
・六

現
在
ま
で



第
十三
編
生
活
と
文
化

く
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。

忠
魂
碑
・
顕
彰
塔

碑
は
大
正
三
年
建
設、
当
初
い
ま
の
滝
の
川
公
園
入

口
附
近
に
あ
っ
た
が、
大
正
十
四
年
滝
川
神
社
境
内
に
移
設
さ
れ
た
も
の
で、

忠
魂
碑
に
隣
接
の
顕
彰
塔
は、
昭
和三
十
年
八
月
十
五
日
除
幕、
仙
台
石
の
額

面
三
方
に
は
戦
没
者
の
氏
名、
裏
名
に
は
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

滝
川
屯
田
移
住
記
念
碑

滝
川
神
社
境
内
に
在
り、
礎
石
に
は、
四
方
に

鋳
板
が
は
め
ら
れ、
正
面
に
「滝
川
兵
村
開
創
記
念
碑
」
左
右
及
び
裏
面
に
屯

田
兵
四
四
〇
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

屯
田
兵
練
兵
場
跡
碑

こ
の
碑
は
運
動
公
園
の
中
枢
を
な
す
青
年
体
育
セ

ン
タ
ー
の
前
庭、
国
旗
掲
揚
塔
の
所
に
建
て
ら
れ、
今
日
次
代
を
担
う
青
少
年

を
はじ
め
市
民
の
心
身
鍛
練
の
場
、
憩
の
場
と
し
力
強
い
歩
み
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。

屯
田
大
隊
本
部
跡
の
碑

国
道
十二
号
線
を
北
に
進
み、
二
の
坂
を
上
り

き
る
少
し
手
前、
西
側
に
建
っ
て
い
る
。
碑
は
昭
和
四
十
二
年
七
月
一
日
郷
土

研
究
会
長
三
浦
光
正
が
木
碑
を
建
て
た
も
の
を
、
四
十
八
年
に
市
が
石
碑
に
建

て
か
え、
滝
川
開
拓
の
史
跡
を
顕
彰
し
て
い
る
。

滝
川
屯
田
南
小
学
校
跡
碑

国
道
十
二
号
線
と
西三
丁
目
通
り
線
が
交
わ
る

所、
滝
川
工
業
高
校
の
前
庭
に
建
っ
て
い
る
も
の
で、
兵
村
草
創
の
激
務
を
顧

み
ず
、
南
滝
川
兵
村
子
弟
の
教
育
の
た
め
に
建
て
た
。
滝
川
市
の
教
育
の
始
め

と
な
った
学
校
が
南
小
学
校
で
あ
る
。

決
死
の
標

旧
北
辰
中
学
校
に
接
す
る
現
在
の
児
童
公
園
入
口
に
「屯

田
兵
練
兵
場
の
跡
」
と
記
さ
れ
た
石
が
あ
り、
そ
の
中
央
に
地
上
五
メ
ー
ト
ル

の
白
御
影
石
に
よ
る
「
決
死
の
標
」
が
建
っ
て
いる
。
こ
の
練
兵
場
の
一
隅
に

は
樹
齢
約
百
五
十
年
と
推
定
さ
れ
る
大
き
な
ぐに
れ
へ
の
巨
木
が
あ
り、
春
秋

そ
の
色
彩
を
変
え
、
厳
然
と
大
空
に
む
か
っ
て
枝
を
繁
ら
せ
、
北
方
開
拓
と
警

備
の
歴
史
を
屯
田
兵
と
共
に
刻
ん
で
き
た
こ
の
大
樹も
、
昭
和
三
十
七
年
夏、

町
民
の
哀
惜
と
名
残
り
の
中
に、
遂
に
巨
大
な
幹
を
横
た
え、
同
年
そ
の
跡
に

「
に
れ
の
木
」
を
記
念
に
植
え
て
い
る
。

開
村
記
念
碑

江
部
乙
神
社
境
内
に
忠
魂
碑
と
並
ん
で、
昭
和三
年
十
一

月
開
基
三
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
ので
あ
る
。

日
露
戦
勝
記
念
碑

明
治
三
十
九
年
七
月、
当
時
の
南
北
両
兵
村
の
醵
金

と
篤
志
者
の
寄
付
金
に
よ
っ
て、
江
部
乙
神
社
境
内
に
総
高
約
五
メ
ー
ト
ル

で
、
台
石
は
札
幌
軟
石
で
築
か
れ、
碑
石
は
自
然
石
を
用
い
て
建
立、
屯
田
兵

の
意
気
盛
ん
な
闘
魂
が
し
の
ば
れ
る
。

忠
魂
碑

江
部
乙
神
社
本
殿
左
側
に、
大
正
二
年
五
月
当
時
の
在
郷

軍
人
江
部
乙
分
会
が、
住
民
の
強
い
要
望
と
そ
の
協
力
を
得
て
建
立、
高
さ
約

六
メー
ト
ル
で
祖
国
の
平
和
と
郷
土
の
発
展
を
語
り
か
け
る
思
い
が
す
る
。

江
部
乙
屯
田
兵
の
碑
(中
隊
本
部の
跡
)

現
在
の
土
地
改
良
区
敷
地
内
の
芝
生
の
中
に、
昭
和三
十
八
年
五
月
、
練
兵

場
跡
地
の
碑
と
共
に
屯
田
兵
親
交
会
が
開
基
七
十
年
記
念
事
業
の
一環
と
し
て

建
て
た
も
の
で
あ
る
。

江
部
乙
屯
田
兵
の
碑
(練
兵
場
の
跡)

江
部
乙
町
南
一
条
通
り
の
児
童
小
公

園
に
あ
る
“決
死
の
碑
”
の
近
く
に、
昭
和三
十
八
年
五
月
屯
田
兵
家
族
で
結

成
さ
れ
て
い
る
屯
田
親
交
会
の
建
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

江
部
乙
屯
田
兵
の
碑
(射的

場
の
跡
)
射
的
場
と
し
て
東
一
四
丁
目
の
東
一

線
の
東
側
に、
幅
約
七
十
三
メ
ー
ト
ル
(四〇
間)
奥
行
約
二
百
二
十
五
メ
ー
ト
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ル
(一二

五
間)
の
土
地
が、
当
時
射
撃
演
習
好
適
の
場
と
し
指
定
さ
れ
た
所
に

あ
る
。

江
部
乙
屯
田
兵
の
碑
(将
校
官
舎
の
跡)

国
道
十
二
号
線
か
ら
江
部
乙
神
社

の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
参
道
を
五〇

メー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
そ
の
左
側
に
あ
る
。

こ
の
碑
は、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月、
文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
市
が
建
立
し

た
も
の
で
あ
る
。

石
狩
川
沿
岸
道
路
竣
工
記
念
碑

昭
和
十
年
一
月
着
工、
同
年
九
月
竣
工
し

た
石
狩
川
沿
岸
道
路
は、
え
ん
え
ん
一四
・
五
キ
ロ
メー
ト
ル、
幅
員
一
二
メ

ー
ト
ル、
付
帯
築
堤
三
キ
ロメ
ー
ト
ル、
そ
の
敷
地
面
積
約
七
万
八
千
平
方
メ

ー
ト
ル、
総
工
費
十
二
万
五
千
八
百
余
円
と
い
う
。

こ
の
沿
岸
道
路
構
築
に
よ
り
受
け
る
永
久
の
利
益
と
そ
の
経
緯
を
子
孫
に
伝

え
る
こ
と
と
し、
昭
和
十
二
年
六
月、
沿
岸
道
路
の
中
間
地
点
(旧
伏
古
渡
船
場

道
入
口)
にこ
の
竣
工
記
念
碑が
建
立
さ
れ
た
が、
三十
九
年
晩
秋、
国
費
に

よ
る
石
狩
川
築
堤
の
完
成
に
よ
り、
現
在
は
開
拓
記
念
碑
と
並
ん
で
江
部
乙
神

社
境
内
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。

貯
水
池
の
記
念
碑

国
道
十二
号
線
か
ら
東
九
丁
目
道
路
を
約
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
東
に
進
む
と
満
と々
水
を
た
た
え
る
貯
水
池
に
ぶ
つ
か
る
。

こ
の
貯
水
池
は、
旭
沢
土
地
改
良
区
の
管
理
の
も
と
に、
約
百
町
歩
の
水
田

灌
漑
水
の
水
源
池
で、
そ
の
せ
き
堤
の入
口
に、
昭
和
五
年
十
月
二
日
建
立
の

記
念
碑が
あ
る
。

そ
の
昔、
こ
の
貯
水
池
付
近
の
山
野
や
丘
陵
は、
う
っ
そ
う
と
原
始
の巨
木

が
空
を
お
お
い、
そ
の
下
に
は
無
数
の
灌
木
が
茂
り、
谷
間
を
ぬ
っ
て
流
れ
る

清
流
は
「熊
穴
川
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

江
部乙
地
区
で
最
初
の
水
稲
耕
作
を
し
た
の
は
石
川
源
一
郎
で、
明
治二
十

年
こ
の
熊
穴
川
の
自
然
流
下
水
を
利
用
し
試
作
し
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い

る
。江
部
乙
公
園
設
置
記
念
碑

江
部
乙
町
市
街
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
在
る
公
園
に

水
を
た
た
え
る
池
が
あ
る
。
こ
の
池
と
対
峙
し
て
樹
齢
一〇
〇
年
を
超
え
る
老

松
の
蔭
に、
公
園
設
置
の
記
念
碑
が
建
っ
て
い
る
。

泥
炭
地
で
雑
草
の
茂
る
に
ま
か
せ
て
い
た
所
で
あ
っ
た
が、
市
街
地
域
の
発

展
と
共
に
住
民
憩
い
の
場、防

火
施
設
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
し
て、有

志
相

謀
っ
て
公
園
設
置
工
事
を
起
し、
池
を
掘
り、
樹
を
植
え、
昭
和
五
年
七
月
完
成

を
見
、昭
和二
十
七
年
五
月
町
制
施
行
を
記
念
し
碑
を
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

鍬
塚

江
部
乙
町
東
一
四
丁
目
道
路
を、
国
道
十二
号
線
か
ら
約

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル、
な
だ
ら
か
な
坂
道
を
た
ど
る
と
旧
江
部
乙
高
校
跡
地
に、

二
段
積
み
の
軟
石
を
土
台
に、
約
二
メー
ト
ル
の
仙
台
石
に
よ
る
碑
が
あ
る
。

賀
川
豊
彦
の
薫
陶
を
受
け、
そ
の
後
継
者
と
さ
れ
た
横
山
春
一、

「芽
生
村

塾
」
後
に
改
称
し
て
「
北
海
道
農
民
福
音
学
校」
の
歴
史、
そ
の
跡
地
一五
町

歩
を
農
業
学
校
の
実
習
用
地
と
し
て
の
無
償
寄
付
さ
れ
た
横
山
の
好
意
と
、
三

愛
主
義
に
徹
し、
農
村
青
年
の
指
導
と
教
育
に
対
す
る
熱
情
を
偲
び、
寄
付
地

の
一
角
に、
昭
和三
十
二
年
三
月
碑
を
建
立
し
、
永
く
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

社
協
活
動
顕
彰
碑

江
部
乙
公
民
館
正
面
玄
関
右
手
に、
漆
黒
の
仙
台

石
に
よ
る
碑
が
建
っ
て
い
る
。

こ
の
碑
は、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
江
部
乙
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
十
五
周

年
記
念
事
業
の
た
め、
町
づく
り
の
た
め
の
住
民
活
動
を
永
久
に
讃
え、
今
後
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第
十三
編
生
活と
文
化

井
石

滝川村戸長役場跡

空
知
小
学
校

川
滝
社
会
式
辨瑄

製国
帝

跡
史

空知小学校跡

の
指
針
と
す
る
目
的
で
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

公
団
分
収
造
林
事
業
竣
功
記
念
碑

国
道
十二
号
線
を
東
に、
畑
や
果
樹
園

の
中
を
約
四
キ
ロ
メー
ト
ル
行
く
と
山
林
地
帯
に
入
る
。
こ
こ
が
二
股
林
道
の

起
点
で、
こ
の
林
道
を
東
に
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
行
く
と
須
麻
馬
内
川
上
流
の

砂
防
床
止
堤
が
あ
り、
道
路
に
面
し
、
樹
木
を
型
ど
っ
た
近
代
的
な
高
さ
約二

帝国製麻株式会社滝川製線場跡 石狩川波止場跡

メ
ー
ト
ル
の
碑
で、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
日
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

分
収
方
式
に
よ
り
水
源
涵
養
林
の
確
保
と
恒
久
的
財
産
の
育
成
を
目
的
と
す

る
碑
文
が
あ
る
。
分
収
方
式
と
は
植
林、
撫
育、
管
理
等
す
べ
て
森
林
開
発
公

団
の
費
用
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ、
伐
採
時
に
そ
の
収
益
を
公
団
四
〇
パ
ー
セン

ト、
市
六
〇
パ
ー
セン
ト
の
割
で
分
収
す
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
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で
あ
る
。

空
知
灌
漑
史
碑

会
隊
大二

第
田

金

に
よ
る
台
石
を
積
み
、
そ
の
上
に
幅
一
・五
メ
ー
ト
ル、
高
さ
一
・四
四
メ
ー

の上
に、
幅
五
・
七
メー
ト
ル、
奥
行
一・
二
メ
ー
ト
ル
の
茨
木
産
白
花
崗
岩

八
メ
ー
ト
ル、
高
さ
七
八
セン
チ
メ
ー
ト
ル、
奥
行
四
・
四
メ
ー
ト
ル
の
台
座

空
知
土
地
改
良
区
事
務
所
前
に、
東
に
向
け
て
幅
七
・

ト
ル、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
産
の
エ
メラ
ル
ド
の
碑
が
二
つ
並
ん
で
い
て、
こ
の二

つの
碑
の
裏
面
に
改
良
区
の
沿
革
と
そ
の
業
績
が
刻
ま
れ
て
いる
。

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
施
工
の
も
の
で
、
建
碑
所
感
の
碑
文
は
そ
の
結
び
と

し
て
、
「時
恰
も
日
本
農
業
の
危
機
静
か
に
迫
り
来
る
時、
本
区
発
展
の
歩
み

と
、
先
人
の
遺
功
を
讃
え
、
さ
ら
に
危
機
克
服
へ
の
決
意
を
新
た
に
す
る
た
め

滝川屯田兵第二大隊本部跡

地
之
部
本
隊
中
兵
田
屯

第
三
章
社
会
・
文
化
活
動

江部乙屯田兵中隊本部跡

江
部
乙
屯
田
春
官舎
跡

江部乙屯田兵将校官舎跡鍬 塚
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第
十三
編
生
活
と
文
化

に
屯
田
兵
中
隊
本
部
跡、
創
立
ゆ
か
り
の
地
に、
闘
魂
の
史
績
を
建
立
し
た

が、
こ
れ
が
新
し
い
時
代
を
拓
く
人
へ々
の
魂
の
遺
産
と
な
る
な
ら
ば
幸
い
で

あ
る
。」と
述
べ
て
い
る
。

<そ
う
ら
っぷ
ち
第
二
二
号
参
照
>

こ
れ
ら
の
他
に
も
既
に
市
が
建
立
し
た
も
の
も
あ
り
、
開
拓
の
礎
と
な
っ
た

も
の、
学
校
統
廃
合
な
ど
に
よ
る
も
の
な
ど
数
多
く
あ
り
、
今
後
も
由
緒
あ
る

事
実
と
し
後
世
に
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
ろ
う
。
「温
故
知
新」
の心

を
た
い
せ
つ
に
持
続
し
て
行
き
た
い
。
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